
～家族のために残しておく再婚時の遺言書とは？～

 

 

親の立場、子の立場。それぞれの立場から再婚をとらえた場合、少なからず影響を及ぼすのが再婚の特徴

です。たとえば、再婚のパートナーや、あなた自身のお子さんがすでに大きくなっておられる場合。大きく

なった子どもから再婚を反対されているということをよく耳にします。そこには「相続」という問題が大き

く絡んでくることが大きな原因のひとつです。親が再婚してしまうと子の相続割合が減ってしまいます。 

「うちは財産と言えば家だけで、相続で揉めるような財産があるわけじゃないし大丈夫」とおっしゃる方

がおられますが、実際に相続の場面で家を売却しなくてはならなくなったケースもあります。 

また、財産の有無に関係なく、法律上の権利を侵されるかもしれないという感情は、再婚を歓迎できない

要因になっています。 

 

 家族への配慮をカタチにしておきませんか？

 ・再婚して子どもが生まれた。 

 ・再婚時に養子縁組をしている。 

 ・離婚後、別れた子がいる。 

・過去に認知した子がいる。  このようなケースにすべてに、子には相続権があります。 

相続の場面では、別れて何十年も会っていなかった子の存在が明るみに出て、残された家族が揉め事に発 

展するようなことがあります。 

ご本人にとっては、近くにいる子どもも遠く離れた子どもも、同じ我が子だというお気持ちがあるかもし

れません。しかし、再婚というのはパートナーや新しく生まれた子どもへの将来を含めた配慮が必要です。

また、逆にすでに成人した子がおり、親が再婚する場合、子が再婚を反対している場合などもありますので、

ケースによってまわりの家族が、できるだけ快く再婚を受け入れられるような心づかい、準備が必要となり

ます。遺産相続では民法で定められた法定相続分よりも「故人の遺志」である遺言による相続が優先されま

す。再婚を機に、家族への配慮をカタチに残しておきませんか？ 

 

 遺言書を残しておくことのメリット

遺言書を残しておくことの主な利点をまとめてみました。 

 

・遺言を残しておくことによって、相続人の争いを防ぐことができる。 

・前婚で別れた子と再婚した妻(夫)が相続の場面で揉め事を避けられる。 

・過去に認知した子と今(再婚)後の子との揉め事を避けられる。 

・スムーズに相続の話し合いを進められる。 

・まわりの家族の意見や気持に配慮した相続分を生前に決めておける。 

・相続権のない人に財産を譲ることもできる。 

 

なお、法定相続人には「遺留分」というのが法律で定められていますので、遺言書を作成するときには

「遺留分」についても一定の配慮が必要となります。 

遺留分とは…相続人に不利益な事態を防ぐため、民法では遺産の一定割合の取得を相続人に保証する制

度が認められています。その権利が遺留分（いりゅうぶん）です。 

 

 



 

相続関係が複雑になると事前にわかっている再婚などのケースで、遺言書を残していないということは、

ご本人というよりもまわりの家族が将来へ不安を持ち越すことになるということをご留意いただきたく

思います。 

お子さんのために、親の責任として残しておけること。 

遺言書にはさまざまな法律上のルールがありますが、まわりの家族の希望や気持を反映させてお作りす

ることが可能です。 

 

【よくいただくご質問】 

・私たちのケースならば、どんな遺言書を残しておくべき？ 

・遺言書の証人をお願いすることはできますか？など 

 

再婚時の遺言手続きのことで、不安ごとがあればお気軽にご相談ください。 
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